
　当社の工場面積は、59ヘクタールであり、建設にあたっ
ては環境へ十分に配慮しているものの、少なからず自然を
壊しており、2050年までに同じ面積のみどりを復元すると
いう目標「みどりのノーネットロス」を設定し、活動を推進
しています。

環 境〈 E 〉

　当社グループは、2050年までにみどりのノーネットロス
として、工場面積分のみどりを復元することを目標に設定
しています。その実現に向けて「地球上の命の源である水
で活動をつなぐ」をスローガンに、山での里山づくり、川で

の外来種駆除やビオトープの設置、海では干潟の保全を進
めています。
　また、トヨタグループ、行政、NPOなどと連携し、自然共
生活動の充実を図っています。

地域とつなぐ自然共生活動の推進

　法令遵守はもちろん、環境異常・苦情を発生させないため
に、専門部署による定期的な環境点検を行い、維持管理に努
めています。また、リスク対策として、環境保全ワーキング
グループを開催するなど未然防止活動を行っています。さ

らに他社で発生した不具合事例を解析し、国内外関係会社
を含め同類設備の点検などを行い、未然防止につなげてい
ます。2020年度は、環境異常の発生はゼロ件でした。

順法 / 環境「異常・苦情ゼロ」活動

工場 緑

59ha

● 2050年に向けた長期目標の設定

みどりのノーネットロスの実現に向けた活動

みどりのノーネットロスの実現
工場建設等で無くなった緑を、
自然共生活動で蘇らせる

みどりのノーネットロス目標

2030目標

2020目標

2025目標

2019実績

19比約10haの緑を増やす

19比約19haの緑を増やす
・植樹　・里山整備
・遊休農地活用　・太陽光発電 等

1年間で約1.6haの緑を増やす
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実現に向けたシナリオ

～地球上の命の源である水で、活動をつなぐ～
工場で使用する水の源流（山）～下流（海）の保全に取り組む

～絶滅しそうな生物を育てる～
ビオトープで希少種の保護
●工場の森づくり
●ビオトープづくり
●調整池のビオトープ化
  平和町工場～豊かな森で豊かな水をつくる～

里山づくり
「豊田合成『樹守の里』」
●下草刈り（6月・10月）

～地域の水生生物等を守る～
外来種の駆除
●オオキンケイギク
 駆除活動（6月）
自然観察を通じた
環境教育
●エコツアー（6月）

～綺麗な海で生物を育む～
干潟での環境保全

●藤前干潟保全
 （5月・10月）

　有害で難分解性の PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物は、
2027年3月末までに処理しなければならないことが法律
で定められています。当社では2006年度から PCB 含有機 
器の適正処理に向
けた社外委託処理
を進めています。
2020年度 ま で に
896台の処理を完
了しました。

　未処理の低濃度 PCB 廃棄物も、早期に処理を進めてい
きます。完了するまでの間は、流出や土壌汚染がないよう、
PCB特別措置法に基づく適正な管理を行っています。

PCB 含有機器の適正処分と保管

PCB廃棄物の処理

区   分 種   類 処理台数 処理重量

高濃度 PCB 廃棄物
（ PCB 濃度：5,000mg/kg 超）

安定器・
電力コンデンサなど 802台 6.9t

低濃度 PCB 廃棄物
（ PCB 濃度：0.5～5,000mg/kg）

変圧器・
電力コンデンサなど 94台 80.3t
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